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旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定
有識者からの提言とりまとめ（再掲）
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東川町
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１．有識者ヒアリング実施概要

５月24日から６月９日までの間、有識者の皆様に、旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定に向
けた基礎調査資料により、町の考え方等をご説明させていただき、再開発事業、地域活性化（経済活性
化・産業振興）、まちづくりに関する事項について、意見や提言などをいただいています。

対象者 日時 場所

椅子研究家 東海大学名誉教授 織田 憲嗣 令和７年５月２４日（土）１０時～ 織田氏自宅

株式会社2M house 代表取締役
モダンリビング・プロジェクトディレクター 下田 結花

令和７年５月２４日（土）１０時～ 下田氏自宅

織田コレクション協力会事務局
旭川家具工業協同組合専務理事 杉本 啓維

令和７年５月２６日（月）９時～ 旭川デザインセンター

東川町観光大使、法政大学大学院政策創造研究科
（修士号）、アナウンサー 水野 悠希

令和７年５月２７日（火）１４時３０分～ 第一東京ホテル

東川町人づくりアドバイザー、壱岐市政策顧問、慶應義
塾大学特任准教授・SFC研究所上席所員

中村 駿介
令和７年６月２日（月）１２時～ 役場適疎推進課

一般社団法人新渡戸園有リビングラボ理事長、前北海
道大学大学院工学研究院准教授、北海道大学大学
院工学研究院非常勤講師、東京電機大学研究員・非
常勤講師 小篠 隆生

令和７年６月４日（水）１０時３０分～ 役場適疎推進課

旭川家具工業協同組合理事長 藤田 哲也 令和７年６月９日（月）１６時３０分～ オンライン

有識者ヒアリング実施概要

インタビュー実施者：小島アドバイザー、適疎推進課 窪田
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2-1．有識者ヒアリング実施結果│構想策定に対する提言（基礎調査の評価と課題）

• 基礎調査の評価と課題については、旧東川駅跡を来町者や観光客に加えて町の人が集まり運営にかかわる場所とす
ること、地域の生活文化を高めていく社会教育施設とすること等についてご意見がありました。

ご意見（基礎調査の評価と課題）

⚫旧東川駅が来町者や観光客、内外の人々が集う場所になり、地域の活性化に寄与していくものであると理解している。

⚫駅跡を町の人が集まる場所にするという視点は忘れてはならない。外の人にも立ち寄っていただきたいが、町民が重要である。そのためには、町
民が運営に関わる機会があることが重要である。

⚫外の人を呼び込むだけではなく、町の人を動かすことも必要である。人づくり、賑わい、来場者数の底上げにも資する有効な手段となる。学びの
場があり、人が集まる駅舎というコンセプトができる。

⚫目指すものの基準を懇談会で共有することが大切である。商業基準としては、富良野圏から旭川に通ってくるような影響力を持てるような基準
とするとよい。文化施設としては、プロが１ヶ月間この町で研究するために滞在し、一般の方は家具や写真の迫力、凄さを知ることを基準とする
とよい。文化を伝える場合は、大衆向けに直感で凄さを感じられることが大切で、一般向けとプロ向けを分けるべきである。基準が何なのかをま
ず定義することが大事である。来る人が何を求めてくるのかをイメージすると分かりやすい。10～20年先の東川町の再開発として、一歩先のイ
メージを皆で共有するとよい。

⚫閾値を超えることは大事である。文化は密度の概念が大切で、織田コレクション、写真もプロフェッショナルの閾値を超えている。密度を上げるた
めに、今までより一歩進んだもの、工夫したもの、新しいものに焦点を当てたものを発表する場とするのがよい。また、東川町だけでは閾値を超え
ることは出来ない。

⚫ ハードには無関係だが重要な柱として、子供たちに、東川町に住んでいて良かったということをマインドセットするプログラムがこれから始まるという
ことを説明することが必要。

⚫ ミュージアムは一つの拠点であり、地域の各産業とリンクしながら、コレクションの価値を第三者に伝えていく環境を作ることが必要だと思う。

⚫ デザインミュージアムを作ろうとすると、著名なデザイナーの名前があがるが、地域の身の丈に合う取り組みが良い。

⚫旭川市、東川町、東神楽町の１市２町がトライアングルを構成し、面として地域がデザイン文化を発信していくことが重要となるのではないか。

⚫東川町だけでなく地域の生活文化を高めていく社会教育施設になればいいと考えている。

⚫検討項目に、計画地周辺との「町並み」といった項目を加える必要がある。

主なご意見
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2-2．有識者ヒアリング実施結果│財政面の懸念と対応／施設の構想と運営方針

• 財政面については、持続可能な事業とすることで町民の不安を解消すべきである等のご意見がありました。

• 施設の構想と運営方針については、会員制度等の構築、他の活動との連携等についてご意見がありました。

ご意見（財政面の懸念と対応）

⚫ 財源の健全性・事業償還に対する町民の不安を解消することが重要。

⚫ 管理運営費の確保と持続可能な収益モデルの構築が最大の課題。財政シミュレーションや収支見通し、年間来場者予測などを
算出する必要がある。

⚫ 公共施設の老朽化に伴った大規模修繕の予算が必要となるため、その点も再開発施設の償還に考慮する必要がある。

⚫ 町内事業者が望ましいが、民内集客を目指すなら実績のある企業を誘致しないと難しいため、経験のある事業者が望ましい。但
し、小商い文化を壊さない運営方針が必要。

主なご意見

ご意見（施設の構想と運営方針）

⚫ 電車に関しては、過去・現在・未来のどこに重みを持たせるかについて共通の見解を議論する必要がある。来場者がいつ来ても、
未来のビジョンが見えるような設備としたい。

⚫ 東川町だけでなく上川町まで括り、新しい産業文化＝酒造り文化の発信拠点として位置付けることも必要。

⚫ 会員制度（法人・個人）やパートナーシップ制度の構築が重要。株主制度(ふるさと納税)との連動で町外支援者との関係を深
める。

⚫ ミュージアムの成功には地域住民（特に子供・若者・女性・高齢者など）のボランティア参加が重要。今から着手し、供用開始時
にはそれを一気に膨らませることが望ましい。

⚫ デザインスクール、LIPフェス等、これまでの活動を評価し連携、取り込んでいくかが重要。
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2-4．有識者ヒアリング実施結果│織田コレクションの価値と課題

• 貴重な織田コレクションを適切に管理していくこと、その価値を知識層・関心層に発信すること、コレクションがもたらす
実益を町民に還元していくこと等の重要性についてご意見がありました。

ご意見（織田コレクションの価値と課題）

⚫織田コレクションは非常に貴重で希少価値があるものだ。地域の人々にその価値を伝える必要があるが、非常にマニアックな世界になりがちだ。
ものづくりパークや産業ツーリズムと連動し、第三者的視点で素晴らしいものだと伝える仕組みが欲しい。

⚫織田コレクションをせんとぴゅあで展示し、多くの人に見てもらっているが、町民にとってはまだ遠い存在。そのため、開業前にワークショップや小規
模な集まりを開催し、開業後のボランティアを育成していく必要がある。

⚫織田コレクションは国内外で高い評価を得ている。知識層や関心層に向けた発信を強化し、彼らがインフルエンサーとしてこの地域の素晴らしい
コレクションを伝えてくれると良い。

⚫ コレクションがもたらす実益を町民に還元する方がよい。家具産業においてコレクションが中核になって専門性のある若者が集まって、引く手あま
たで事業者に人が回るようになるようなことが実益である。

⚫現実的にデザインミュージアムができたとしても、集客力がそんなにあるとは思っていない。リスクを最小限にし、その代わりサテライトミュージアムと
いう発想を持ってほしい。大都市圏で展示会を開催するのがサテライトミュージアムの発想で、東川町の知名度や地域だけではなく日本全体の
生活文化が向上することにつなげる。

⚫椅子だけではなく、カトラリー、食器・陶器、紙ポスター、写真、図面、全て価値のある資料であるため、管理は重要である。学芸員を含めた分
析、研究をしっかり行い、世界に発信する拠点として、今後の財産としてほしい。

⚫織田コレクションは、教育等と連動していると理解してもらうことが大切である。生活文化の相対として、地域住民の生活レベルを高めていくため
の要素だと感じてもらえるようになると良い。

⚫町にお金が入ってくるシステムとするためには、データベース化して整理しておく必要がある。100年先のことを見据えて体制を整えておくことが課
題である。

⚫織田コレクション以外の文化財をどの範囲まで含めていくのか、基準があいまいであることは懸念している。早い段階で基準を明確にすべきであ
る。コレクションの価値が棄損されるような状況に陥らないよう留意いただきたい。

主なご意見
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2-5．有識者ヒアリング実施結果│家具産業の現状と課題

• 旭川家具全体の産業育成の観点から、本事業や織田コレクションをこの地域に日本／世界から優秀な人材が集まっ
たり、経営のテクニックを高めたり、技術・デザインをきっかけとすべきこと、拠点／地域間の連携が重要であること等につ
いてご意見がありました。

ご意見（家具産業の現状と課題）

⚫地域の小規模な家具メーカーの価値をどう高めていくかが重要である。

⚫旭川の人口が20万人になってしまう可能性がある。だからこそ、日本全国、もしくは海外からきちんと優秀な人を集めて、育て、この地域の産業
で働いてもらうことが必要だ。

⚫世界の名作と共に、地域のデザイン文化として旭川家具をつくられている方々の活動も発信できるような展開が重要である。それに連動して、
「クラフトピア」でのモノづくり体験、「旭川デザインセンター」での主要な旭川家具が一同に見学できるようなルート付けが出来れば地域全体が
活性化される。

⚫有機的に拠点がつながる取り組みが重要である。人が動くことによって効果が生まれ、地域住民にとっても拠点を活用して産業を学び、働きた
いと思うきっかけになる。観光客や地域外の人々に旭川地域が家具産地としての力を感じさせることが重要である。

⚫旭川一体の事業者に十分な賃金を支払う経営のテクニックを広めることが、地域行政のこれからの産業育成政策の要であると考える。

⚫旭川家具は、行政、民間含め組合組織との地域連携で、日本一の旭川家具の産地として活性化を期待する。

⚫旭川家具では素材、技術、デザインの三位一体で良い形になれば、世界に持って行ってもビジネス展開できる。

⚫旭川エリア、１市２町は世界一家具製造のインフラが充実している世界一の地域である。旭川・東川・東神楽も価値の高いものの産地として
発展できればよい。デザインセンターや駅跡再開発プロジェクトも、家具・デザイン業界から見て強みである。

⚫旭川の家具産業も木工家具、クラフト、樽など規模・ジャンルを広げて、１市８町近隣含め輪を広げてほしい。

⚫駅跡にミュージアムがあり、その一部として実際に人々の暮らしをサポートする相談窓口があれば、実際に家具の受注に繋げていくこともできるの
ではないか。

⚫織田コレクションがある環境はかなりの強みである。技術、デザインを研究できる。許可があれば、椅子に座って体感した上で開発できれば強み
であり財産である。

主な意見
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2-6．有識者ヒアリング実施結果│地域との連携と人材育成／デザインの理解

• 旧東川駅跡は人材育成の場所である一方、育む人が誰かを明確にすべきとのご意見がありました。

• デザインは暮らしを美しくするもの、課題を解決するものであるとのご意見がありました。

ご意見（地域との連携と人材育成）

⚫ 人づくりにおいて、育む人が誰かを明確にすべきだと感じている。家具、農業の後継者育成、未来の町人、地域住民も含め育てる
という役割を広げる可能性もあるが、まず、この施設がフォーカスを当てるのはどこかについて議論が重要である。

⚫ 人材育成の場所である。農業、家具事業者、写真について学べるカリキュラム作ってブラッシュアップを続け行くなど未来の育成につ
なげる場所が必要である。また、教える人を育成する場所でもある。

主なご意見

ご意見（デザインの理解）

⚫ 東川町は米農家が多い。農業にもデザインという視点を入れるべきだと考える。農業分野にもデザインという思想を取り入れることで、
スマート農業や農業体験施設などにもつながる。デザインの概念は、自分たちの暮らしに関わるものだということを意識することで、そ
れが暮らしを美しくする。「美は人を幸せにする（beautiful for all）」というスウェーデンの女性社会思想家Ellen Keyの名言の
ように、東川町はこれに通じるまちだと思っている。

⚫ アートは抽象論で良いが、デザインの本質はより多くの人々のためにというところにある。客観性と便利性、これが担保されていないと
良いデザインとは言えない。多くの人の問題を解決していくためにデザインがある。


	スライド 0: 旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定 有識者からの提言とりまとめ（再掲）
	スライド 1: １．有識者ヒアリング実施概要
	スライド 2: 2-1．有識者ヒアリング実施結果│構想策定に対する提言（基礎調査の評価と課題）
	スライド 3: 2-2．有識者ヒアリング実施結果│財政面の懸念と対応／施設の構想と運営方針
	スライド 4: 2-4．有識者ヒアリング実施結果│織田コレクションの価値と課題
	スライド 5: 2-5．有識者ヒアリング実施結果│家具産業の現状と課題
	スライド 6: 2-6．有識者ヒアリング実施結果│地域との連携と人材育成／デザインの理解

